
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

公

職

選

挙

法

事

務

取

扱

規

程

の

一

部

改

正

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

目

次

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

第

二

百

三

十

八

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

の

開

催

員

会

【

告

示

】

○

国

民

健

康

保

険

組

合

の

規

約

の

変

更

認

可

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

〃

〃

○

〃

〃

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

課

○

岡

山

県

海

面

漁

業

調

整

規

則

に

基

づ

く

聴

聞

水

産

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

河

川

整

備

計

画

の

変

更

河

川

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

落

札

者

等

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

公

職

選

挙

法

等

執

行

規

程

の

一

部

改

正

選

挙

管

理

委

員

会

岡

山

県

公

報

令和２年９月１１日 第１２２２７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
組
合
の
規
約
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

組
合
の
名
称

岡
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

二

変
更
事
項

組
合
員
の
範
囲

１

組
合
員
の
資
格
を
得
る
に
は
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岡
山
県
建
設
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
。

(1)

組
合
員
は
大
工
、
左
官
、
建
具
、
板
金
、
畳
、
造
園
、
塗
装
、
タ
イ
ル
、
配
管
、
配
電
、
屋

(2)
根
、
表
具
、
ガ
ラ
ス
、
小
舞
、
ラ
ス
張
、
防
水
、
サ
ッ
シ
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
石
工
、
ハ
ツ
リ
、
鉄

骨
、
鉄
筋
、
鳶
、
家
引
、
土
工
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
型
枠
工
、
ス
レ
ー
ト
葺
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
、

、

、

、

、

、

、

、

軽
天
仕
上

シ
ャ
ッ
タ
ー
取
付

築
炉

建
築
家
具

ダ
ク
ト

建
築
美
装

プ
レ
ハ
ブ
組
立

外
装
仕
上
、
溶
接
工
、
保
温
工
、
設
備
機
械
工
、
設
計
士
、
内
装
工
、
ガ
ン
吹
工
、
空
調
、
住

宅
設
備
、
舗
装
、
断
熱
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、
測
量
士
、
建
設
営
業
、
地
質
調
査
、
防
災
工
（
消

防
設
備

、
営
繕
、
現
場
監
督
、
金
物
取
付
、
看
板
工
、
防
蟻
工
、
建
設
車
両
運
転
手
、
事
務

）

員
（
準
組
合
員

、
解
体
工
、
人
夫
（
雑
役
）
の
各
職
種
で
建
設
業
に
従
事
す
る
者
及
び
こ
れ

）

ら
の
者
が
従
事
す
る
事
務
所
に
お
い
て
事
務
に
従
事
す
る
者
で
第
四
条
の
地
区
に
住
所
を
有
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
二
号
の
地
区
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
一
号
の
地
区
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
い
て
建
設
業
の
事
業
に
従
事
す
る
も
の
に
限

る
。

２

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

八
十
号
）
第
五
十
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
は
、
組
合
員
と
し
な
い
。

三

認
可
年
月
日

令
和
二
年
八
月
二
十
五
日

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
小
寺
字
西
ノ
奥
一
五
五
二
の
三
五
、
一
五
五
二
の
三
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

水
道
事
業
用
地
と
す
る
た
め

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

下
原
船
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
一

地
先
か
ら

新

二
五
四
・
〇

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
四
地

七
・
〇
～

先
を
経
て

一
〇
・
五

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
五
地

先
ま
で

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
一

旧

二
五
四
・
〇

地
先
か
ら

七
・
〇
～

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
五
地

九
・
〇

先
ま
で

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

下
原
船
穂
線

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
小
屋
谷
二
九
九
六
番
一
地
先

令
和
二
年
九

か
ら

月
十
一
日

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
四
地
先
を

経
て

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
字
東
谷
三
〇
四
二
番
五
地
先
ま

で

宮
原
力
万
線

美
作
市
宮
原
字
与
治
郎
前
へ
五
五
二
番
五
地
先
か
ら

美
作
市
宮
原
字
戸
尻
四
八
五
番
二
地
先
を
経
て

美
作
市
宮
原
字
熊
井
乢
口
四
八
六
番
二
地
先
ま
で

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
〇
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
二
年
九
月
二
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
移
動
ネ
ッ
ト
お
か
や
ま

三

代
表
者
の
氏
名

横
山

和
廣

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

新
見
市
哲
西
町
矢
田
三
六
〇
四
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
移
動
困
難
者
及
び
そ
の
移
動
を
支
援
す
る
団
体
に
対

し
て
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
市
民
の
生
活
権
の
一
部
で
あ
る
移
動
権
の
確
立
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
一
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
二
年
九
月
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ん
な
ぎ

三

代
表
者
の
氏
名

今
野

友
紀

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
三
須
七
九
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

、

、

、

こ
の
法
人
は

吉
備
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
が
育
ん
だ
精
神
性
を
継
承
し

備
中
神
楽
を
は
じ
め

現
存
す
る
地
域
資
源
を
共
に
創
意
工
夫
し
て
魅
力
を
高
め
、
市
民
が
地
域
に
誇
り
や
喜
び
を
感
じ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
文
化
・
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

社
員
の
資
格
の
得
喪
に
関
す
る
事
項
、
役
員
に
関
す
る
事
項
及
び
会
議
に
関
す
る
事
項

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
二
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
二
年
九
月
十
一
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
未
来
へ

三

代
表
者
の
氏
名

藤
本

優

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
中
之
町
六
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
広
く
一
般
市
民
、
お
も
に
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
と
、
不
特
定
多
数
の
ニ

ー
ト
や
引
き
こ
も
り
を
対
象
に
、
生
活
向
上
並
び
に
社
会
的
自
立
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
青

少
年
が
自
分
ら
し
く
生
き
、
夢
と
希
望
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
と
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
三
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

認

証

年

月

日

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

た

地

域

玉

野

市

平
成
二
十
七
年
七
月

玉
野
市

八
浜
町
八
浜

令
和
二
年
九
月
二
日

～

地
籍
図
及
び

の
一
部

平
成
二
十
九
年
三
月

地
籍
簿

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
四
〕
岡
山
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第

三
項
及
び
同
規
則
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

聴
聞
を
行
う
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

聴
聞
を
受
け
る
者

広
島
県
福
山
市
古
野
上
町
八
番
一
〇

三
〇
一
号

村
上

孝
樹

－

広
島
県
福
山
市
走
島
町
一
六
〇
番
地
六

村
上

一
幸

広
島
県
福
山
市
明
王
台
二
丁
目
一
番
六
号

髙
橋

和
照

岡
山
県
笠
岡
市
北
木
島
町

畦
坪

徳
浩

二

期
日

令
和
二
年
九
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

三

場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
七
階
水
産
課
分
室

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を

実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

高
梁
川
流
域

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
深
）

令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
二
月
二
十
六
日
ま
で

令和２年９月１１日　岡山県公報　第１２２２７号



〔
四
一
六
〕
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
て
い
る
一
級
河
川
高
梁
川
水
系
小
田
川
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
計
画
を
令
和
二
年
八
月
十
七
日
に
変

更
し
た
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
建
設
企
画
課
及
び
同
部

井
笠
地
域
設
計
審
査
班
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

河
川
管
理
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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〔
四
一
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
金
井
戸
字
天
神
前
二
〇
六

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
片
島
町
五
〇
六

一
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
一
〇
二

－

山
崎

泰
一

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
〇
号
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〔
四
一
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
栢
寺
元
三
〇
三

三
、
三
〇
三

四

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
西
郡
九
三
六

一
セ
レ
ー
ノ
Ａ
二
〇
一

－

藤
原

和
央

藤
原

美
咲

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
三
号
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〔
四
一
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

岡
山
県
警
察
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
末

七
一
六
式

二

借
入
期
間

令
和
三
年
二
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
情
報
管
理
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
八
月
二
十
七
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
二
番
五
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
一
、
八
五
〇
、
〇
九
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
六
八
、
一
九
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
二
年
七
月
三
日
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
号

公
職
選
挙
法
等
執
行
規
程
（
平
成
八
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
原
稿
用
紙
（
」
の
下
に
「
県
委
員
会
が
提
供
す
る
同
様
式
の
電
磁
的
記
録

（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作

ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ

）
を
含
む

」
を

「
一
通
」
の
下
に
「
又
は
記
録
し
た
掲
載
文
」
を
加
え

「
上

。

。

、

、

」

「

（

「

」

。
）

半
身
の
手
札
大
の
白
黒
写
真
二
葉

を

写
真

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

写
真

と
い
う

二
葉
又
は
写
真
の
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

写
真
は
、
無
帽
、
正
面
向
き
、
上
半
身
及
び
無
背
景
で
、
お
お
む
ね
縦
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
寸
法
の
長
方
形
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
活
字
、
ペ
ン
等
を
用
い
て
原
稿
用
紙
の
枠
内
に
黒
色
の
色
素
に
よ
り
記
載

し
」
を
「
無
彩
色
で
記
載
し
、
又
は
記
録
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
記
載
し
」
の
下
に
「
、
又

は
記
録
し
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
記
載
す
る
」
を
「
記
載
し
、
又
は
記
録
す
る
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
記
載
し
」
の
下
に
「
、
又
は
記
録
し
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
記
載
し
」
の
下
に

「
、

」

、「

」

「

、

」

、

又
は
記
録
し

を
加
え

記
載
で
き
る

を

記
載
し

又
は
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る

に

「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
三
項
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
記
載
し
」
を
「
記
載
し
、
又
は
記
録
し
」
に

「
又
は
文
字
」
を
「
の
記

、

載
又
は
記
録
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
第
二
項
を
削
る
。

様
式
第
三
十
六
号
中
「

」
を
「

」
に
、

別
紙

別
添

「

2

を

葉

」

「

に
改
め
る
。

別
添
の
と
お
り
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」

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
一
号

公
職
選
挙
法
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

第
十
六
条
第
二
項
中
「
氏
名
」
の
下
に
「

二
人
以
上
の
投
票
管
理
者
又
は
二
人
以
上
の
投
票
管
理
者
の
職
務
を
代
理
す
べ
き
者
に
交
替
し
て
職
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
所
及
び

（

氏
名
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
が
職
務
を
行
う
べ
き
時
間

」
を
加
え
る
。

）

第
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め

「
及
び
指
定
関
係
投
票
区
」
の
下
に
「
又
は
特
例
指
定
関
係
投
票
区
（
以
下
「
指
定
関
係
投
票
区
等
」
と
い
う

」
を

、

。
）

加
え

「
若
し
く
は
指
定
関
係
投
票
区
」
を
「
若
し
く
は
指
定
関
係
投
票
区
等
」
に
改
め
る
。

、

「

第
十
六
条
第
一
項

法
第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
令
第

法
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規

二
十
四
条
第
一
項

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
令

第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第
二

十
四
条
第
一
項

第
十
六
条
第
二
項

令
第
二
十
五
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
中

を

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

二
十
五
条

第
十
七
条
第
一
項

法
第
三
十
八
条
第
一
項

法
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規

及
び
第
二
項

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
三
十
八
条
第
一
項

第
十
七
条
第
三
項

令
第
二
十
七
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

二
十
七
条

」

「

第
十
七
条
第
三
項

令
第
二
十
七
条

令
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
令
第

に
改
め
る
。
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二
十
七
条

」

第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
中
「
法
第
四
十
八
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
及
び
「
令
第
四
十
九
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
そ

れ
ら
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め

「
行
う
べ
き
日
」
の
下
に
「

同
一
の
日
に
二
人
以
上
の
期
日
前
投
票
管
理
者
又
は
二
人
以
上
の
期
日
前
投
票
管
理
者
の
職
務
を
代
理
す
べ
き
者
に
交
替
し
て
職
務
を
行
わ
せ
る
こ

、

（

と
と
し
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
が
職
務
を
行
う
べ
き
日
及
び
時
間

」
を
加
え
る
。

）

第
三
十
三
条
の
十
二
中
「
投
票
立
会
人
」
を
「
期
日
前
投
票
立
会
人
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
第
六
十
二
条
第
八
項
」
の
下
に
「
又
は
第
九
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
同
条
第
八
項
」
を
「
、
第
八
項
又
は
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
二
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
号
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

職
務
代
理
者

職
務
を
行
う
べ
き
時
間

時
分
か
ら

時
分
ま
で

）

（

）

様
式
第
十
四
号
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

職
務
代
理
者

職
務
を
行
う
時
間

時
分
か
ら

時
分
ま
で

）

（

）

「

投

票

管

理

者

職

務

代

理

者

投

票

区

名

住

所

氏

名

住

所

氏

名

(

共
通
投
票
所
名)

様
式
第
十
五
号
中

を
」

「

投

票

管

理

者

職

務

代

理

者

投

票

区

名

(

共
通
投
票
所
名)

職
務
を
行
う

職
務
を
行
う

住

所

氏

名

住

所

氏

名

べ

き

時

間

べ

き

時

間

に
改
め
る
。
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」

様
式
第
十
七
号
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

の
投
票
立
会
人

立
ち
会
う
時
間

時
分
か
ら

時
分
ま
で

（

）

「
を

に
改
め
る
。

「

所
属
政
党
又
は
政
治
団
体
の
名
称

立
会
時
間

所
属
す
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
立
ち
会
う
べ
き

体
の
名
称

時
間

様
式
第
十
九
号
中

」

」

様
式
第
十
九
号
の
二
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「

第
二
項

」
を
加
え

「
指
定
関
係
投
票
区
を
」
を
「
指
定
関
係
投
票
区
（
特
例
指
定
関
係
投
票
区
）
を
」
に
、

（

）

、

「

「

指
定
関
係
投
票
区
名

を

に
改
め
る
。

指
定
関
係
投
票
区
名

（
特
例
指
定
関
係
投
票
区
名
）

」

」

行
う
日
は

行
う
べ
き
日
及
び
時
間
は

行
う
日

年
月

日
行
う
べ
き
日
及
び
時
間

年
月

日
時

分
か
ら

時

様
式
第
四
十
号
の
二
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

」
に
改
め
る
。

分
ま
で

選
任
さ
れ

か
つ

次
の
日
に
職
務
を
行
う

次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
る

行
う
日

年
月

日
行
う
日
及
び
時
間

年
月

日

様
式
第
四
十
号
の
三
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

，
，

」
に
改
め
る
。

時
分
か
ら

時
分
ま
で

様
式
第
四
十
号
の
四
中

「

を

期
日
前
投
票
所
名

投

票

管

理

者

職

務

代

理

者

住

所

氏

名

職

務

を

行

う

日

住

所

氏

名

職

務

を

行

う

日

」

「

に
改

期
日
前
投
票
所
名

投

票

管

理

者

職

務

代

理

者

職

務

を

行

う

べ

き

職

務

を

行

う

べ

き

住

所

氏

名

住

所

氏

名

日

及

び

時

間

日

及

び

時

間

」

め
る
。

立
ち
会
う
日
時
は

立
ち
会
う
べ
き
日
及
び
時
間
は

立
ち
会
う
日
時

年
月

日
時

分
か
ら

時
分

立
ち
会
う
べ
き
日
及
び
時

様
式
第
四
十
号
の
五
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、
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」
に
改
め
る
。

間
年

月
日

時
分
か
ら

時
分
ま
で

選
任
さ
れ

か
つ

次
の
日
時
に
立
ち
会
う

次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
る

立
ち
会
う
日
時

年
月

日
時

分
か
ら

時
分

立
ち

様
式
第
四
十
号
の
六
中
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

，
，

」
に
改
め
る
。

会
う
日
及
び
時
間

年
月

日
時

分
か
ら

時
分
ま
で

「

「

様
式
第
四
十
号
の
七
中

を

に
改
め
る
。

所
属
政
党
又
は
政
治
団
体
の
名
称

立
ち
会
う
日
時

所
属
す
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
立
ち
会
う
べ
き

の
名
称

日
及
び
時
間

」

」

様
式
第
五
十
七
号
の
二
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
五
号
そ
の
四
中
「
を
し
た
」
を
「
を
し
て
い
た
」
に

「
し
が
た
い
」
を
「
し
難
い
」
に
改
め
る
。

、

「

参
議
院
名
簿

各
参
議
院
名
簿
登
載

各
参
議
院
名
簿
登
載
者

各
参
議
院
名
簿
登
載
者

各
参
議
院
名
簿
登
載
者

参
議
院
名

届
出
政
党
等

得
票
総
数

者
の
得
票
総
数
を
除

得
票
総
数

の
得
票
総
数
を
除
く
参

の
得
票
総
数

内
訳
は

の
得
票
総
数

内
訳
は

（

（

簿
届
出
政

の
名
称

く
参
議
院
名
簿
届
出

議
院
名
簿
届
出
政
党
等

開
票
録
の
と
お
り

開
票
録
の
と
お
り

）

）

党
等
の
名

政
党
等
の
得
票
総
数

の
得
票
総
数

称

様
式
第
六
十
九
号
そ
の
四
中

を

票
票

」

「

う
ち
各
参
議
院
名
簿
登
載
者

左
記
を
除
く
参
議
院
名
簿
届
出

参
議
院
名
簿

得
票
数

う
ち
法
第

条
の
３
の
規
定
に
よ
り
参

届
出
政
党
等

う
ち
参
議
院
名
簿

（

（

6
8

優
先
的
に
当
選
人
と
な
る

政
党
等
の
得
票
数

法
第

条
6
8

議
院
名
簿
届
出
政
党
等
の
有
効
投
票
と

の
名
称

届
出
政
党
等
の
名

べ
き
候
補
者
を
除
く

の
の
３
の
規
定
に
よ
り
参
議
院
名

。
）

み
な
さ
れ
た
投
票
総
数

内
訳
は
開
票

得
票
総
数

内
訳
は
開
票
録

簿
届
出
政
党
等
の
有
効
投
票
と

（

称
又
は
略
称

（

）

の
と
お
り

み
な
さ
れ
た
投
票
を
含
む

）

）。

録
の
と
お
り

票

に
改
め
る
。
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」

様
式
第
七
十
五
号
そ
の
一
及
び
そ
の
二
中
「
生
年
月
日
」
を
「
年

齢
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
三
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
三
十
八
回
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
一
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日
（
月
）

午
後
一
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

岡
山
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
等
の
改
正
に
つ
い
て
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